
－ 1 －

令和４年 第４回 北海道議会定例会 一般質問 開催状況

開催年月日 令和４年１２月６日（火）

質 問 者 日本共産党 真下 紀子 議員

答 弁 者 知事、総務部長兼北方領土対策本部長、教育長

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

五 学校給食費の無償化について

（二）義務教育の無償、地域間格差の是正等について （総務部長兼北方領土対策本部長）

札幌市や旭川市では、物価高騰の影響を受け、来年度、 学校給食の無償化に関し、道の役割等についてであり

学校給食費を引き上げる方針を示しており、地域格差が ますが、学校給食法では、給食の実施に必要な施設・設

広がると懸念の声が寄せられております。 備に要する経費などは、義務教育の学校設置者が負担し、

義務教育の無償化と平等な教育環境を構築する観点か 給食費については、給食を受ける児童生徒の保護者が、

ら給食費無償化を加速する必要があります。広域自治体 負担することとなっております。

である道の役割と責任について、知事及び教育長に見解 一方で、市町村では学校教育法に基づき、経済的理由

を伺います。 で就学が困難な児童生徒の保護者や教育委員会が必要と

認める保護者に対し、給食費の援助を行っているほか、

国が、設置者の判断により、保護者の負担軽減を図るこ

とは可能であるとの見解を示していることなどから、一

部の自治体においては、給食費の無償化を行うなど、保

護者の負担に配慮した取組を行っているものと承知をし

ております。

道におきましても、学校法人に対し、昨今の原材料費

の高騰に対応した給食費支援事業を実施するなど、保護

者の負担軽減に取り組んでいるところであり、今後とも、

学校の設置者と保護者との協力により、給食が円滑に提

供され、児童生徒の心身の健全な発達が図られるよう取

り組んでまいります。

（教育長）

次に、道教委の役割についてでありますが、全ての子

どもたちが夢や希望を持ち、心身ともに健やかに成長し

ていくためには、家庭の経済状況に左右されることなく、

等しく教育を受けることができる環境を整備することが

重要です。

このため、道教委では、市町村に対し、就学援助制度

などの支援制度を周知し、その利用を促進するほか、今

般の物価高騰に際しては、国の交付金を活用し、道立学

校における学校給食に係る保護者の負担軽減を図るとと

もに、関連する情報を市町村教育委員会に提供するなど

して、それぞれの実情に応じた取組が行われるよう努め

ているところであり、引き続き、これらの取組を進めて

まいります。

（三）学校給食の役割と無償化実現について （知事）

道内の子どもの貧困は深刻であり、そうした中で、給 学校給食についてでありますが、学校給食は、教育活

食の役割は成長発達過程の子どもにとって極めて重要だ 動の一環として実施されるものであり、成長期にある児

と考えますが、知事及び教育長の見解を伺います。 童生徒の皆さんに、栄養バランスの取れた食事を提供し、

給食費の無償化に向けて、道として取り組む必要があ 健康な体をつくるとともに、食に関する知識と望ましい

ると考えます。知事及び教育長の無償化実現に向けた具 食習慣を身につけさせるなど、高い教育効果が期待でき

体策と決意を是非お伺いしたいと思います。お答えくだ るものと認識をしております。

さい。 学校給食法では、給食費については、給食を受ける児

童生徒の保護者が、負担することとされている中で、道

では、コロナ禍における物価高騰に伴う給食費の保護者

負担の軽減を図っているところであります。

私としては、今後とも、道教委と緊密に連携し、市町

村の取組を把握しつつ、給食の施設設備や給食用物資に

係る補助制度等の充実について、国に要望するなど、子
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質 問 要 旨 答 弁 要 旨

どもたちが家庭の経済状況に関わらず、給食を通じて、

適切に栄養を摂取し、健康の保持増進が図られるよう取

り組んでまいります。

（教育長）

最後に、学校給食の役割等についてでありますが、学

校給食は、栄養バランスの取れた豊かな食事を提供する

ことにより、子どもたちの健康な体をつくることはもと

より、食に関する指導を効果的に進めるための教材とし

ても重要な役割を担っております。

道教委といたしましては、栄養バランスや量を保った

学校給食を提供できるよう、引き続き、国や市町村、各

学校と連携をしながら、給食施設の整備や栄養管理等に

関する指導助言に努めるほか、無償化をはじめ、学校給

食に関する情報を周知するとともに、国に対し、学校給

食用物資に係る保護者負担の軽減に向けた財政措置の充

実を要望するなどして、教育環境の充実に取り組んでま

いります。


